
神戸の減災研究会

WGl

神戸市における路面下空洞監理手法の検討

背景

・ 路面下空洞が原因の道路陥没事故は世界各地の都市で発生
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路面のたわみに着目した陥没危険度評価に関する検討
お け

―次調査
(路面下室洞探査車)

データ取得
9
解析
9

異常箇所抽出
(位置 。発生深度・広がり)

●
陥没危険度評価
二次調査対象箇所検討

二次調査
(スコープ調査)

空洞の有無・空洞厚み

舗装不重別・舗装厚

など地下情報の収集

●
補修優先度の検討

開削調査
(稲停工事)

発生原因の確認
く)

再発防止を含む補修

東京都調布市での陥没 (2020/10)
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神奈川県横浜市の道路陥没 (2020/07)

拳転
ニューヨークの道路陥没 (2021/07)   ピッッノ(―グ市内陥没事故 (2019/11)
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Stepl 空洞の変化状況の把握
神戸市内の空洞調査はすでに2巡目となつてしヽる

予

各実施時の空洞の位置、大きさ、深さをGIS上に整理

2回実施されたの空洞調査結果から、空洞の大きさ、深さ、箇所数等
の変化状況を把握する。

Step2-2空洞進展状況と地質区分の関係分析
変化状況を」IBANKUN上に整理する。 (地質区分と空洞変化 )

Step2-1空洞進展状況と微地形の関係分析
変化状況を」IBANKUN上 に整理する。 (微地形と空洞変化 )
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Step2-3道路特性と空洞進展状況の関係分析
【 路線区分別異常箇所発生状況 】 【 迫路区分別空洞発生状況 】
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よ」 緊急輸送路の発生率は、東京23区と同等である。

2級河川道路。その他要望路線は過去の陥没履歴や空洞発生が懸念される路線を

選定し調査されており、全国空洞発生率の平均よりも大幅に高い発生率であつた。
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路面下空月進展状況と各不重要因との関係

予

空洞が進展しやすしヽ路線特性を把握

号

神戸市における路面下空洞監理手法の検討

>重点路線の選定
>各路線の空洞調査頻度
>日常点検のタイミング、留意点など

>空洞危険度評価手法 (路面変位計測等)
>港湾道路の路面下空洞監理計画

重複調査路線

中間報告

平成25年度～平成29年度 GIS入力空洞箇所

年度
空洞検出箇所数 一次調査延長

(km)一次調査 二次調査 空洞判定

H25 34 12 10 66.78

H26 108 0 0 187.908

H27 184 8 5 216.831

H28 177 14 13 245484

H29 166 115 110 264.401

合計 669 149 138 981.404
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重複路線のうち、GIS入力路線 路面下空洞マップ
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空洞調書 (抜粋)

工歳合■寮著推

凡例

。空洞調査H2,

◆空嗣調査H27

内  ●空洞調査H28-1 
●空洞調査H25

● 空洞調査R3

● 空洞訓畳R2
● T日   、

1-001
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平成25年度～H29年度
調査実施路線

平成30年度～令和4年度
調査実施路線

重複路線を選定

絞り込み
O路面たわみ量測定路線
O河川沿い路線

生田川沿い路線 5箇所

山麓線 19箇所
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,

凡例

備考年度 異常信号 路線名 得度 経康

138,1 0131 012 100 1" 180 ■

18S,1 ■32 0. ■ 50 0,88 10 i V0



空洞変化箇所 (山麓線) 空洞変化箇所 (山麓線)
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じ空嗣調査H29 多'
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・ 空打司調査i,25

● 空洞調査R3
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西部H②け235 山蔵線 2次調査

R備 R3■26‐16 山題む g46040028 105 1940'78 020 1 20 ,∞ 1 92 1次餌菱

空洞変化箇所 (山麓線)

0

名 着 町 二 可 日

山魔線121

山雄イサミけ

今後の進め方
>GIS入力路線追加
>補修履歴の確認
>地盤情報との重ね合わせ
>地形情報との重ね合わせ
>道路特性の確認
>空洞の進展していない箇所との比較
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空洞進展箇所の分析
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